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本日の内容

•漢方の基礎理論：
「寒」「熱」について

•｢熱｣の異常に用いる生薬、漢方











基本病態に対する8方剤と構成生薬
基本病態 基本方剤 構成生薬

気虚 四君子湯 人参、白朮、茯苓、甘草

気逆 苓桂朮甘湯 茯苓、桂枝、白朮、甘草

気鬱 半夏厚朴湯 半夏、厚朴、生姜、茯苓、蘇葉

瘀血 桂枝茯苓丸 桂枝、茯苓、牡丹皮、桃仁、芍薬

血虚 四物湯 地黄、当帰、芍薬、川芎

水湿(水滞) 五苓散 白朮、茯苓、沢瀉、猪苓、（桂枝）

裏寒 人参湯 人参、乾姜、甘草、白朮

実熱 黄連解毒湯 黄連、黄芩、黄柏、山梔子熱

寒



「熱証」とはどのような病態なのか？

• 漢方では、熱の概念を「発熱」と「熱証」とに分ける。

• 発熱があっても感染症の初期で悪風･悪寒があれ

ば、熱証ではなく寒証と判断してむしろ温めて体温

を上げ発汗させて治す。





「熱証」とはどのような病態なのか？

• 「熱証」には必ずしも発熱を伴わない。また炎症を

起こしやすい体質を認識する。また自律神経や脳

の興奮による充血性の炎症も「熱証」として捉える。



熱証について

①熱証とは、いわゆる“炎症”を意味する病態。

②炎症類似症候

1)精神的興奮から生じる充血性の症状

イライラ、顔面紅潮、目の充血、不眠など

2)物質的消耗にもとづく異化亢進症状（虚熱）

火照りや熱感など（脱水、代謝亢進、自律神経失調）

③熱証を治する方剤を清熱剤という





「実熱」とは？

• 熱状が顕著で、一般に感染症による全身性の熱病、

および局所の炎症を指す。

• 発赤、充血、腫脹、灼熱感、疼痛等の炎症症状が

激しく、化膿し、熱産生亢進による発汗などで体内

の水分が喪失し、口や舌は乾燥し舌苔は乾いて黄

色を帯び口臭も強い。



「実熱」とは？

• 尿は色濃く量は少なく、大便は硬く秘結することが

多い。精神的興奮も含む。

• 実熱に対する基本方剤として、黄連解毒湯、白虎

加人参湯がある。



「虚熱」とは？

• 陰虚、すなわち物質や陰液（体内水分）の不足によ

る熱と考える。発熱、充血、腫脹、疼痛などの炎症

症状が著明でなくても、反復して再発を繰り返し慢

性に経過して治らない。重要なのは体質的内因で

あり、ことに陰虚の者は少しの外因でも炎症を起こ

しやすく、慢性化しやすい。新陳代謝が高く瘦せ型

で多く食べても太らない。





熱証の分類

実熱と虚熱に分けて判断する

実熱

病態 急性炎症、感染症や物理的な障害による（外因）

症状 発赤、熱感、腫脹、疼痛

病態 精神的興奮（内因）

症状 イライラ、不眠、頭痛、眼充血、顔面紅潮

虚熱
病態 物質的消耗にもとづく異化作用の亢進

症状 火照り、熱感（五心煩熱、朝冷暮熱、咽乾口渇）



炎症の病理と漢方医学的病態

障害部位
の変性

熱証

血管拡張
（充血）

血管透過
性亢進に
よる滲出
反応

白血球な
どの細胞
浸潤

湿証 熱証

肉芽形成
器質化

瘀血



炎症に用いる漢方処方
炎症に対する漢方治療

病理 生薬 病態 方剤

充血性炎症
黄連・黄芩
・山梔子

熱
黄連解毒湯
三黄瀉心湯

滲
出
性
炎
症

漿液性炎症 麻黄・石膏 熱＋湿
越婢加朮湯
麻杏甘石湯

化膿性炎症
金銀花・連翹

石膏
熱毒 十味敗毒湯

出血性炎症 生地黄・牡丹皮 血熱 温清飲

増
殖
性

炎
症

繁殖性炎症
肉芽増殖性

炎症

生地黄・牡丹皮＋
桃仁・紅花・蘇木

瘀血
桂枝茯苓丸
通導散









黄連
現代における運用のポイント

①止瀉作用

炎症性の下痢に用いる

②健胃・消炎作用

胃腸炎･胃潰瘍などの胃腸系の炎症を治し、併せ
て炎症性の下痢に用いる。また、胃部の炎症に由来
する嘔吐･口内炎も治す。



黄連
現代における運用のポイント

③血熱を治す作用

瘀血性の各種炎症性疾患(痔･結膜炎･吐血･鼻
出血･中耳炎など)を治す。

④精神安定作用

血熱および胃部の炎症が原因として起こる精神不
安･不眠･煩悶感･意識混濁などを治す。





芩



黄芩
現代における運用のポイント

①清熱作用

胃腸･肝臓･肺の炎症を治し、少陽病の発熱に対し

解熱作用を発揮する。

②止瀉作用

胃腸における湿熱性の下痢に有効である。



黄芩
現代における運用のポイント

③安胎作用

妊婦の流産防止に用いる。特に、炎症や発熱を伴

うものに有効である。

④止血作用

発熱を伴う出血性疾患(鼻出血･吐血･血便･子宮

出血)に有効である



熱証に用いる生薬：黄連

•黄連＋黄芩：

湿熱による胃部の脹りと膨満感･口

 苦･嘔吐･不眠･頭痛･高血圧･黄疸を

 治す（黄連解毒湯）

湿熱（しつねつ）:体に余分な“湿（しめり）”と“熱”がたまっている状態



熱証に用いる生薬：黄連

•黄連＋山梔子：

熱のために生じる充血･出血などの

 血の変調(目の充血、鼻出血、喀血、

 吐血、血尿)を治す。併せて煩躁･不

 眠を治す。

 (黄連解毒湯)



黄連と黄柏について

• 黄連･黄柏ともに主成分はアルカロイド、ベル
ベリンであるが、互いに代用できるなどとは到
底考えられない。黄柏に含まれる粘液質などが
主成分以上の働きをするのではないかと私は経
験的に考えている。漢方生薬の有効成分とは、
香り、色、味を含めて、科学的に分析しきれな
い微量な成分が、実は大きな薬能を持っている
ということである。

「傷寒論の謎 二味の薬徴」(田畑 隆一郎)より





石膏
現代における運用のポイント

①清熱作用

石膏の清熱作用は諸薬の中でも最も強く、陽明病
および温病の高熱に用い、解熱をはかり煩渇を止め、
意識混迷を治す。また、日射病･熱射病による高熱･
煩渇･頭痛を治す。



石膏
現代における運用のポイント

②鎮咳･治喘作用

肺部の炎症による喘咳に対し、炎症を鎮め喘咳を
治す。

③発疹を治す作用

熱性の班疹･発疹およびアトピー性皮膚炎に用い、
皮膚の炎症を鎮め、皮膚を滋潤する



熱証に用いる生薬：石膏

•石膏＋知母：

高熱による胸部煩悶感･煩躁･口渇、

 アトピー･じんましんなどの皮膚炎を治す

 （白虎加人参湯）



熱証に用いる生薬：石膏

•石膏＋麻黄：

1)熱性疾患による高熱･熱感･口渇･

 煩躁、肺の炎症による咳嗽･呼吸促拍･

 喘咳を治す（麻杏甘石湯）

 2)筋肉関節の消炎鎮痛をはかる

   （越婢加朮湯）



麻黄・桂枝と麻黄・石膏の働きの違い

麻黄＋桂枝

水

水

水
水

水

水

水

水

水

水水

水水 水 水

水水

水

麻黄＋石膏

表

裏

発汗
(発表・解表)

止汗
(利水消腫)

例：麻黄湯、葛根湯

例：越婢加朮湯、麻杏甘石湯

※麻黄＋桂枝→発汗
※麻黄＋石膏→止汗･利水消腫
※麻黄＋杏仁→鎮咳･去痰

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
石膏は清熱により炎症を、生津(せいしん)により口渇を緩和する
強い発汗作用がある麻黄は、強い寒性薬である石膏との組み合わせによって発汗作用が抑制され、利水消腫(利水によって腫れや膿をとる)によって浮腫や腫脹を治す。さらに麻黄は蒼朮とともに去風湿に働き、風湿によって起きる関節や筋肉の疼痛、麻痺、浮腫などの改善に効果がある。
したがって、アレルギーや炎症によって発症する浮腫や関節水腫などの熱実証タイプの湿症に適応する。



清熱剤について

黄連･黄芩
を含む処方

石膏
を含む処方

①黄連解毒湯

②三黄瀉心湯

④越婢加朮湯

③白虎加人参湯

（黄連＋黄芩）

（黄連＋黄芩）

（石膏＋知母）

（石膏＋麻黄）











黄連解毒湯の構成生薬

【構成生薬】

黄連・黄ごん・黄柏・山梔子

黄連
山梔子

黄芩
黄柏

･････抗炎症作用、鎮静作用、止血作用

･････抗炎症作用



山梔子
黄芩













黄連解毒湯 処方のポイント

• 出血性の場合は冷やして飲んだ方が良い

• 配合生薬の「黄連」に止血作用があるため女性

の生理周期が止まることがある









三黄瀉心湯の構成生薬

【構成生薬】

黄連・黄芩・大黄

黄連
黄芩
大黄

大黄

･････清熱により炎症や興奮を鎮める

･････瀉下により便秘を改善する



黄芩



大黄



大黄







三黄瀉心湯 処方のポイント

• およそ出血または精神症状を抑える目的で利用

される

• 急性の症状（出血、頭痛など）を抑えるために

用いる処方なので、長期には使わない

• 頓服で用いることが多い

• 顆粒剤などは冷水で服用する方がよい



黄連解毒湯と三黄瀉心湯

• 黄連解毒湯は利尿効果に秀れ、三黄瀉心

湯は瀉下効果により熱邪を排泄する

（漢方常用処方解説より）









白虎加人参湯の構成生薬

【構成生薬】

知母・石膏・人参・粳米・甘草

知母
粳米
人参
甘草

石膏
知母

･････滋潤により体内の水分を保持する

･････消炎解熱作用、高熱を冷ます





石膏







白虎加人参湯 処方のポイント

• 熱による神経の興奮抑制や、糖尿病、抗精神病

薬の副作用にみられる口渇などにも応用される

• 合方される場合も多く、例えば皮膚疾患には黄

連解毒湯などが合方されることがある



白虎加人参湯 処方のポイント

• 石膏･知母はともに清熱作用があるが、同時に

滋潤させる作用もあり、水の生成を助けている

• 粳米には清熱薬（石膏など）が胃の働きに悪影

響を与えないように、胃を保護する働きもある

と考えられる









越婢加朮湯の構成生薬

【構成生薬】

麻黄・石膏・蒼朮・甘草・生姜・大棗

大棗
生姜
甘草

麻黄
石膏

･････健胃作用

･････清熱利水作用
石膏で清熱し麻黄で利水する

麻黄
朮

･････利水作用





石膏

麻黄

麻黄









越婢加朮湯 処方のポイント

• 浮腫、腫脹と炎症の訴えが中心となる場合が多

く、アレルギーの発作にもよく使われる

• 服用すると尿量が増える場合がある（からだの

余分な水を尿として排泄している）

• 麻黄のため胃の不快感、不眠、心悸亢進などの

副作用がみられることがあるので、その時は医

師に相談する



清熱剤による熱証治療のまとめ

• 清熱剤による熱証治療は、冷やす(ひやす)のではなく

清ます(さます)ことが大切。

• そのためには、清熱剤の適切な量や服用期間、服用時

期が大事になる。

• 「不老長寿を願って10年間もオウレンを常用していたあ

る僧侶が、顔色もなくガタガタになって私の所を訪ねて

きて、茯苓四逆湯で回復するまで1年余りを要した経験

がある。」 （「傷寒論の謎 二味の薬徴」より）



気･血･水、寒･熱の基本方剤まとめ

①漢方薬の処方構造を理解する際は、気･
血･水、寒･熱の基本方剤（処方骨格）から構
成生薬を理解する。

②漢方薬の構成生薬を理解する際は、生薬
単味（一味）の薬能だけでなくユニット（二味）
単位で理解する。



基本病態に対する8方剤と構成生薬
基本病態 基本方剤 構成生薬

気虚 四君子湯 人参、白朮、茯苓、甘草

気逆 苓桂朮甘湯 茯苓、桂枝、白朮、甘草

気鬱 半夏厚朴湯 半夏、厚朴、生姜、茯苓、蘇葉

瘀血 桂枝茯苓丸 桂枝、茯苓、牡丹皮、桃仁、芍薬

血虚 四物湯 地黄、当帰、芍薬、川芎

水湿(水滞) 五苓散 白朮、茯苓、沢瀉、猪苓、（桂枝）

裏寒 人参湯 人参、乾姜、甘草、白朮

実熱 黄連解毒湯 黄連、黄芩、黄柏、山梔子熱

寒



気･血･水、寒･熱の基本方剤まとめ

①漢方薬の処方構造を理解する際は、気･血･
水、寒･熱の基本方剤（処方骨格）から構成生
薬を理解する。

例）気虚の基本方剤：四君子湯

・四君子湯＋陳皮･半夏→六君子湯

・四君子湯＋四物湯（血虚の基本方剤）

→十全大捕湯



気･血･水、寒･熱の基本方剤まとめ

②漢方薬の構成生薬を理解する際は、生薬単味
（一味）の薬能だけでなくユニット（二味）単位で薬
能を理解する。

例）清熱の基本方剤：黄連解毒湯

・黄連＋黄芩：抗炎症作用

・黄連＋山梔子：鎮静作用、止血作用

参考書籍：「漢方294処方生薬解説」

「傷寒論の謎 二味の薬徴」
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